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【 1/1 】

● 一般入試［前期日程試験（実技系を除く。）］
◆大学入試センター試験における利用教科・科目
　５（６）教科７科目
◆個別学力検査等
　『国語，数学，理科，英語』から各学部・学科等が指定する２教科

● 旧教育課程履修者に対する数学，理科の経過措置について
個別学力検査，基礎学力を問う試験において出題する「数学」，「理科」では，旧教育課程履修者に不利益が生じることのないように配慮します。

● 一般入試［後期日程試験］
次のとおり，『人文社会科学部』及び『情報学部』において，変更があります。

大学入試センター試験 個別学力検査等 大学入試センター試験 個別学力検査等

人文社会科学部

言語文化学科

人文社会科学部

法学科

情報学部

情報科学科

情報学部

情報社会学科

● 特別入試・ＡＯ入試
次のとおり，『人文社会科学部』，『情報学部』，『理学部』及び『工学部』において，変更があります。

◯人文社会科学部　昼間コース 法学科

大学入試センター試験 個別学力検査等 大学入試センター試験 個別学力検査等

推薦入試 ３(４)教科４科目 面接 ３教科３科目 面接

◯人文社会科学部　夜間主コース 法学科

大学入試センター試験 個別学力検査等 大学入試センター試験 個別学力検査等

推薦入試 課さない 面接 ３教科３科目 面接

◯人文社会科学部　夜間主コース 経済学科

大学入試センター試験 個別学力検査等 大学入試センター試験 個別学力検査等

推薦入試 課さない 面接 ５(４)教科６科目 面接

◯情報学部　情報科学科

大学入試センター試験 個別学力検査等 大学入試センター試験 個別学力検査等

◯理学部　地球科学科

大学入試センター試験 個別学力検査等 大学入試センター試験 個別学力検査等

社会人入試 課さない 小論文，面接

◯工学部　化学バイオ工学科

大学入試センター試験 個別学力検査等 大学入試センター試験 個別学力検査等

ＡＯ入試
【一般枠】

課さない 面接 課さない
基礎学力を問う試験

面接

推薦入試
【一般枠】

課さない 面接 ３教科４科目 面接

推薦入試
【ＳＳＨ枠】

課さない 面接

平成26年度 平成27年度

【ＳＳＨ枠】での募集はありません。

募集はありません。

平成26年度 平成27年度

平成26年度 平成27年度

ＡＯ入試
【一般枠】

【一般枠】での募集はありません。

平成26年度 平成27年度

平成26年度 平成27年度

課さない
基礎学力を問う試験

面接

平成26年度 平成27年度

数学 ５教科７科目 数学

平成27年度入試 募集方法及び受験教科・科目等 平成26年度からの変更点

　平成24年度から実施された新高等学校学習指導要領による「数学・理科の平成27年度大学入試センターの利用教科・科目」は，既
に公表しているところですが，平成27年度入試における利用教科・科目等は，次のとおりです。

外国語 ６(５)教科７科目 英語５教科６科目

後期日程
平成26年度 平成27年度

４教科４科目 面接 ３教科３科目 小論文

６教科７科目 小論文 ２(３)教科３科目 小論文

６(５)教科７科目
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Shizuoka University NIFEE Program 

  (National InterFacing Engineers Education program) 

NIFEE の歩み 

★平成１９年７月  ＮＩＦＥＥ（ニフィー）プロジェクト始動 

★平成２０年４月  ベトナム・フエ市に静岡大学フエ事務所開設 広報活動の本格化 

★平成２１年６月  最初の現地入試（ベトナム・フエ市） 同年１０月第一期生入学 

   （秋季入学正規学部生として東大のＰＥＡＫプログラムより３年早い実施：国立大学 初） 

★平成２２年度     文科省より教育研究特別経費の示達（H22 年度約 3300 万）：4 年計画 

★平成２２年４月   留学生寮の竣工（あけぼの寮：定員９１名の約半数） 

★平成２２年 10 月  第二期生入学：ベトナム 8 名、インドネシア 2 名 

★平成２３年 10 月  第三期生７名入学：他に地震・放射能の懸念による辞退者が 1 名 

★平成２４年 10 月  第四期生 7 名入学： 

★平成２５年９月   第一期生３名の卒業：全員本学大学院へ自己推薦で進学 

★平成２５年 10 月  第五期生３名の入学：累積の入学者が３０名となる 

★平成２６年９月  第二期生５名の卒業：４名本学大学院へ進学（自己推薦３名・一般入試 

１名）１名日本企業へ就職 

★平成２６年 10 月  第六期生４名の入学：累積の入学者が３４名となる 

★平成２７年９月 第三期生５名、第二期生１名卒業：３名本学大学院へ進学（自己推薦３名） 

 ２名日本企業へ就職、１名母国へ帰国 

NIFEE プログラムの狙い 

★我が国と外国の懸け橋として活躍できるエンジニアの育成（地域産業の特徴を考慮） 

・日本語や日本文化、伝統はもちろん、品質管理や生産管理をはじめとする

日本式の製造システムを学ぶ 

・母国の産業の発展に寄与できる高い能力を持った人材を育成する 

・ベトナム、インドネシア、タイの優秀な学生を対象 

★留学生を通じた、工学部日本人学生の国際化を推進 

★日本のアジアにおけるプレゼンスを高める（留学生 30 万人計画に沿う） 

NIFEE プログラムの特徴 

★経済力の格差を考慮した入学検定料の免除（国立大学 初） 

★渡日前入学許可＝現地入試・・・日本学生支援機構の学習奨励金の給付（月額 4 万 8 千円） 

★入学金・授業料の免除 

★最初の半年：日本語集中講義（週１０コマ）と基礎教育（数学、物理、化学など） 

★翌年 4 月から一般日本人学生と共に日本語による工学教育 

★特徴ある授業：「日本の産業史」「社会と製造業」「環境･エネルギーと技術」「技術の国際化」 

          工学的専門だけでなく、国と国の懸け橋となる人材としての素養を身につける 

NIFEE プログラムの成果 

★アジアにおける留学生争奪戦の先陣に立つ 

★実績が文科省から高く評価され、全学体制で実施する ABP（アジアブリッジプログラム）事業
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ｱｼﾞｱﾌﾞﾘｯｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ABP）事業の取組

・現地企業と協力してアジアから優秀な留学生を受け入れ、実学的教育を重視し日本の企業等
で研修

・日本人学生は留学生と共に学び、アジアで活躍できるグローバルな能力の向上を図るほか、
現地企業で海外研修

・経営の分かる理工系人材と、理系マインドを持つ文系人材を育成し、静岡地域の活性化及び
産業の国際活動に貢献

静岡県内で国際展開をする企業並びに自治体と連携し、海外の日本企業で活躍できる技
術と日本語能力を身につけ、静岡とアジア諸国の架け橋として活躍できる中核人材を育成

①概要

②重点地域

タイ、インドネシア、ベトナム、インド

県内企業が多く進出している下記の国を重点地域とする

（参考）※平成27年度秋季（10月）入学者
学士課程11名、修士課程48名 計59名

※平成27年度日本人在学生副専攻プログラム登録者（10月）
学士課程40名

（修士課程については指定科目を履修後、本人の申請に基づき修了証を授与）
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地(知)の拠点大学による地方創生推進事業 (COC+)

参 加 大 学

参加自治体

参加企業等

（県内）浜松医科大学、静岡県立大学、静岡文化芸術大学、沼津工業高等専門学校

（県外）電気通信大学、東海大学、愛知学院大学

静岡県、県内35全市町

県内経済団体（４）、金融機関（14）、マスコミ（２）、その他企業・団体等

成長産業振興と産業の多極化に対応する 提案 ＋ 行動型人材の育成

順天堂大学協 力 大 学

地域産業の衰退・空洞化

課題 対策

若年層の流出 県内学卒者の定着促進

県外学卒者のＵ・Ｉターン促進

産業構造の多極化

輸出型産業依存からの転換
外的要因変動への対応能力

県内企業における人材不足解消

← マッチングの強化

キャリア教育・インターンシップ等

現在

45%

概要・目標

人口流出

全国ワースト２位

平成31年度

新卒２００名超

＋α増加

地域の牽引力となる人材輩出

県内＋東京、神奈川、愛知
の大学との連携

静岡県内就職率

55%
新産業の創出による
産業構造の多極化
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「キャリアデザイン」必修化

今後のキャリアデザイン教育
様々な問題（出産・子育て、住宅取得、仕事以外の

生き甲斐、親の介護、自分の老後）から，生活・仕事
の場としての「地域」，「大都市」を考える場を提供

長い人生設計をイメージさせるワークとライフの好バ

ランス実現の一つの選択肢として「地域」を考えるこ
とができることを目指す

教育改革

キャリアデザイン教育と地域人材育成の融合

これまでのキャリアデザイン教育
将来の職業人・家庭人・社会人生活を見据えて，
大学生が「今」何をすべきかを考えることを目的

履修率70％（平成27年度実績） 全学必修化

教養教育科目の中で「地域」をキーワードにした科目設置

大学での学びを地域社会で活かせる人材の育成

これまでの教養教育科目

・伝統的な「学問」に対応した科目群

例：哲学、歴史学、心理学・・・

・学問分野横断的な学際科目群

５つのテーマ（国際・地域、環境・自然、

現代社会、生命・人間、科学・技術）

地域志向科目

・「地域」というキーワードを伝統的な「学問」の媒介に

・伝統的な「学問」を職業人生活の中でどう活かすのか

を考えさせる場に

教養科目の科目群を再点検，リニューアル 地域志向科目と位置づけられる科目群を軸に
教養教育科目を再編成し、必修化へ

次世代と価値観を共有できる次世代と価値観を共有できる

雇用環境の整備・改善

次世代育成や新産業創出に

つながる産学連携教育推進と

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発

地域課題探求・解決型インターンシップ

有償・低年次・中長期型インターンシップ

職能型インターンシップ

静岡県内企業の新卒採用・インターンシップ状況
（しずおか産学就職連絡会調査 2011・2015年）

就職支援戦略

４０％が
採用未充足

2015年 n=188社 2011年 n=496社

７３％が
インターンシップ
受入れ無し

仕事内容

対応の良さ

勤務地

職場雰囲気

学生の就職先の決め手
（しずおか産学就職連絡会調査2015年）

応募者数の不足

応募者レベルの不足

想像以上の内定辞退

指導役の負担が大きい

日程やプログラムの負担

実施するメリットない

県内就職率４５%
（うち静岡大学４１%）
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

参加校全体 ３１９人
（うち静岡大学 ２１７人）

平成26年度現状

県内就職率５５%
（うち静岡大学５１%）
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

参加校全体 ６５０人
（うち静岡大学 ４２０人）

平成29年度目標 平成31年度目標

ミス

マッチ

ミス

マッチ

県内インターンシップ情報の一元化

イ
ン
ター

ン
シ
ッ
プ
・

コー

デ
ィ
ネー

ター

公
益
社
団
法
人
ふ
じ
の
く
に

地
域
・
大
学
コ
ン
ソー

シ
ア
ム

イ
ン
ター

ン
シ
ッ
プ
推
進
委
員
会

し
ず
お
か
産
学
就
職
連
絡
会

お互いをより良く理解
する機会の拡大

県内就職率５１%
（うち静岡大学４７%）
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

参加校全体 ４９０人
（うち静岡大学 ３２０人）

リー

ダー

シ
ッ
プ
と
当
事
者
意
識

問
題
発
見
・
分
析
・
解
決
能
力

地
域
へ
の
愛
着
・
人
と
の
つ
な
が
り

人材採用・定着のノウハウ共有

教育的効果の共有

県内事業所の
雇用確保・定着促進

県内各自治体の総
合戦略プランの実現

対象科目
の整備

研究・教育
活動支援

行政・金融
機関連携

大学の教育改革
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国立大学法人静岡大学　地域創造学環準備事務室
TEL：054-238-4557       MAIL：srd@suml.cii.shizuoka.ac.jp

掲載内容は全て予定であり、変更されることがあります。

地域創造学環に興味・関心がおありの方は、お気軽に下記までご連絡ください。
より詳しい資料を提供させていただくほか、電話やメール、訪問等により、ご質問等にお答えいたします。

地域環境・防災コース

アート＆マネジメントコース

スポーツプロモーションコース

地域経営コース

地域共生コース

地域が持っている地場産業、
自然、食、歴史、文化などの
さまざまな「資源」を活用し、
新たな地域の活動やビジネス
を生み出すリーダーになる。

高齢者、子ども、障がい者、
外国人、貧しい人など、弱い
立場に置かれやすい人々もと
もに生き生きと暮らし、活躍
できる地域社会をつくるリー
ダーになる。

（環境）企業の活動や人の暮らしが環境に与え
る悪影響を減らすとともに、豊かな生活環境、
地域環境をつくるリーダーになる。
（防災）自然災害に強い企業、生活、地域社会
をつくるとともに、被災者への支援や被災地の
復興に取り組むリーダーになる。

芸術と地域社会を結ぶアート
マネジメント力を持ち、芸術
による地域振興や美術・デザ
イン分野の創作活動を展開す
るリーダーになる。

健康スポーツの実践、スポーツの競技
力向上、プロスポーツの進展など、地
域のスポーツ環境の整備をトータル
コーディネートできるリーダーになる。
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全
学
教
育
科
目

自
由
選
択
科
目

コ
ー
ス
選
択
科
目

＜課題解決型＞
地域創造演習Ⅲ
フィールドワークⅢ

＜卒業研究＞
地域創造演習Ⅳ

＜課題追求型＞
地域創造演習Ⅱ
フィールドワークⅡ

＜課題発見型＞
地域創造演習Ⅰ
フィールドワークⅠ

学
環
共
通
科
目

１年後期から、希望のコースに所
属。各コースの地域創造演習と
フィールドワークに参加。
基本的な専門知識・技能は大学内
で学びつつ、学外の様々な場所に
飛び出して、実践力を養っていき
ます。

1 年後期からコースに所属
大学で学ぶだけでなく
大学から飛び出して学ぶ

3 年次

2年次

4年次

1年次

入学

卒業 ＝ 学士（学術）

学生一人一人の希望と目標にそっ
た講義履修プランづくり、コース・
演習の選択など、専任教員が学生
の学びを細かくサポートします。

「学びのアドバイザー」が
一人一人の学びをサポート

※
 

「
学
び
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
相
談
し
な
が
ら
、

　 

本
学
全
学
部
・
全
学
科
の
講
義
か
ら
選
択

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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25  

CAP  

24 4 11  

 

 

*

 

*

 

 

 

 

 

A  

 

B  

 

 

 

 

 

 

 

 

I  

 

II  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAP  

24

GPA2.0 2.5

26 28

 

26

GPA2.0 2.5 28

30

CAP

 

 

 

1 1

1
1 2, 3 4

3 4, 5 6

TOEIC400

1
1 2, 3 4

3 4, 5 6
1

1 1 2, 3 4

1 3 4, 5 6

2
1 2, 3 4

1 2, 3 4

2
1 2, 3 4

1 2, 3 4

2

1 3 4, 5 6

2
1 2, 3 4

1 2, 3 4

1 1 2, 3 4

2

2

2

3

1 2 2

2

2

1

1

TOEIC400

1 2, 3 4

1 2, 3 4

2

TOEIC500

2
1
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(Leaning at University and Career Path)   

(SATOU Ryuko)   2

3 2  3 4  

1

2

3 ―

4 ―

5
―

6 ―

7 ―

8 ―

9

10

11

12

13

14

15

or

rsato@inf.shizuoka.ac.jp)

2014 2014
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(Theory and Practice of Internship)   

(UGATA Eiji)   

2 2  

PBL 2-3

■

4 10 10 20

4 10 12 10-12 40

4 13 12 10-12 40

■

■

7 2 12

10 00 16 00 90

■

■

7 9 5

■

9 9

9 25 15 00-17 00

3 4

15

3 4

10

2015  [LA-S] 2015  [LA-S]
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(SUTO Satoru)   

2 2  5 6  

PBL I Love

I Love

I Love

4

1

1

2

3

I 

Love

or 

10 1

11 2

12 3

1 4

2 ( )

1

I Love

ICT

3 10

A

1 10 5

-

-

- ( 10 13 17 ~ 

)← 09/16

-

I Love TV

2015  [LA-S] 2015  [LA-S]
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履修案内抜粋 

① 英語科目履修のフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) １年後学期以降：「学部指定履修科目」および「選択科目」の科目群 

 

履修条件  科 目 名 
単位 

数 

英語コミュニケーションⅠ 

に合格していること 
英語コミュニケーションⅡ 

各 1 

単位 

TOEIC 

スコア  

[注 7]
 

400 点  

以上 

英語リーディングⅠ 英語ライティングⅠ 

英語演習Ⅱ 

500 点  

以上 

英語リーディングⅡ 英語ライティングⅡ 

各 2 

単位 

英語演習Ⅲ 英語ディスカッション 

600 点  

以上 
英語インテンシブ A 

(集中開講) 
英語インテンシブ A 

(集中開講) 

クラスごとに設定 

[注 8]
 

アカデミックイングリッシュ 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
ビジネスイングリッシュ 

英語海外研修 A・B (夏期集中開講) 

 

１年後学期以降  １年前学期  

４
／
７
 

履
修
ク
ラ
ス
発
表
（
掲
示
確
認
）
 

一般入試で入学  

（センター試験
で英語を受験）  

センター試験  

自己採点結果  

報告済み  

センター試
験未受験  

または  

自己採点  

結果未報告  

プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
 

４
／
１
 

英語コミュニケーションⅡ  

を履修可能  

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
 

を
履
修
 

合格  

不合格  

選択科目の履修が可能  
 

TOEIC スコアにより  
履修可能科目が異なる  
ため、科目ごとの履修  
条件については、  
後述 (c)の表を参照。  

TOEIC 

400 点  

英語  

演習Ⅰ  

を  

履修  

TOEIC 

400 点  

基礎英語演習  

を履修【最優先】  

不合格  

不合格  

- 13 -

oymitsu1
テキストボックス
静岡大学　別添資料Ⅰｰ11



- 14 -

oymitsu1
テキストボックス
静岡大学　別添資料Ⅰｰ12



��������	
��
������������	���

����� !!"�!#��$�%&�

�� ���������	
��
���

�'(&�

$!)� *���+,-.��/0������$1�)�2��3�456,����

789:;�<=>?@A��>BC DE+F�GHIJ�G789:K�G<=

>?@A�
��
=LB��M6	������HIN�OP��LQRSTUV

3W	@�

�XY�
&�

$�)� �Z�
����������XY=S	[\�
+,;���>B]\�R^

=LB
��	[\�
7_`ab=LBca�	[\�
Vde@A=�	@�

�
��������&�

$1)� �Z�[\�
�
���������+,C D��>B�f��,K�G��

��=�	@ghL,ij�k�lijimn�op+,C D��>Bq���,K

�G�r��=�	@�

�� s ca�
�
������+,N�2t�CVNuvuK�G�
���=wS

L,�����xyVz?{�=�	@�

1� |�K%�}~	{���>B+,
�����������de{�=�	@�

�!&� i�����
�?�,K�kE+������789:�k�<=>?@A�

�3Lg[\�
�

��&� ;��������=+������M��L,���3V��g[\�
�

�����45e
�������OP&�

$�)� F)KU��3������,|�K%�}~	�+
���������V�

�BNuvu3W�ug����M
��
���V�	*=�M6	@�

�!&�  F�G�¡¢£�¤789:¡¢£¤<=>?@A��¥¦8���Z+,�r�

��M,�g,¡¢£¤�¥q8���Z+,�f���M=�	@ghL,ij�k

�lijimn�op��Z+,¡¢£¤�¥¦8�+,���f���M,�g,¡

¢£¤�¥q8�+,1¦���M=�	@�

��&� K�k�i§¨m©E+������i§¨m©�ª«�¬­�®	=�Wg�

+,K¨m©�¯��3Wg����M=�	@�

�� FU$C%�}~	°±6+|�K%�=�²=�	@�

�!&� ¡¢£¤+,
���GD�³´#�F#�M�µ¶·ug��V4�y¸�	@

ghL,
���GD�c¹8º�¡¢£¤�9�	*=M
���������

�»¼Lg�ZM,½�»¼J������8�V
���LB>	¾¿�+,»

¼F������VÀÁ�	*=�M6	@�

��&� ¡¢£¤HI*u�45e
���������+,�§ÂµÃÄÅ�VÆÁL

K�Z�sÇ�	{�=�	@�

�È�&�

$q)� *����3W	{��É�,
����
������	QRTU+,�k�

��>B3W	@�

Ê� ��

!� *���+,���q �"!#��Ëz�	@�

�� ���� Ì8F�Í�Lg�Z��>B+,*�����3������,S�ÎF

�P�Ï	@�

Ê� �����f !"�¦#��$Ðr%&�

*���+,���f �"!#��Ëz�	@�

- 15 -

oymitsu1
テキストボックス
静岡大学　別添資料Ⅰｰ13



■ 2009年10月調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 件 時間

所属 ５時間以上 ４時間 ３時間 ２時間 １時間 ０時間 回答数 平均時間

人文社会科学部 2.3 3.1 8.3 17 39.2 30 1406 1.22

教育学部 1.7 2.5 4.5 14.9 44.6 31.7 926 1.064

情報学部 2.5 4.4 10.4 25.9 40.6 16.3 367 1.537

理学部 2.9 3.3 6.8 22.5 39 25.4 484 1.321

工学部 2 2.8 5.9 19.8 41.6 27.8 1955 1.201

農学部 4.4 2.3 6.1 14 40.8 32.4 429 1.183

人文社会科学研究科 9.1 11.7 32.5 37.7 9.1 0 77 2.743

教育学研究科 13.3 14.7 12 30.7 24 5.3 75 2.467

教職大学院 0 8.3 16.7 50 25 0 12 2.083

情報学研究科・情報学専攻 19.2 10.3 15.4 28.2 19.2 7.7 78 2.59

理学研究科・理学専攻 17.4 7.3 12.8 12.8 23.9 25.7 109 2.041

工学研究科・工学専攻 11.1 8.4 11.1 22 27.8 19.5 395 1.942

農学研究科・農学専攻 19.8 9.5 19.8 16.7 19 15.1 126 2.488

創造科学技術大学院 36.7 3.3 16.7 16.7 23.3 3.3 30 3.035

■ 2015年10月調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 件 時間

所属 ５時間以上 ４時間 ３時間 ２時間 １時間 ０時間 回答数 平均時間

人文社会科学部 2.4 2.4 7.2 18.6 44.5 24.9 791 1.249

教育学部 1.4 1.2 3.4 14.5 50.6 28.9 585 1.016

情報学部 2.8 2 7.9 23.3 41.9 22 391 1.342

理学部 4.2 3.3 12 23.8 39.5 17.2 332 1.573

工学部 2.7 2.4 10.6 25.5 44.8 14 659 1.507

農学部 0.9 2.8 5.1 18.6 51.2 21.4 215 1.194

人文社会科学研究科 18.5 14.8 18.5 18.5 29.6 0 27 2.738

教育学研究科 30 10 16.7 23.3 16.7 3.3 30 3.034

教職大学院 12.5 12.5 0 43.8 31.3 0 16 2.314

情報学研究科・情報学専攻 13.3 6.7 20 30 10 20 30 2.233

理学研究科・理学専攻 14 14 20.9 16.3 32.6 2.3 43 2.539

工学研究科・工学専攻 20.2 7.1 15.2 16.2 31.3 10.1 99 2.387

農学研究科・農学専攻 18.6 2.3 18.6 37.2 18.6 4.7 43 2.51

創造科学技術大学院 58.6 0 10.3 13.8 13.8 3.4 29 3.653

■ 平均勉学時間の比較 時間 時間

所属
2009年10
月調査

2015年10
月調査

人文社会科学部 1.22 1.249

教育学部 1.064 1.016

情報学部 1.537 1.342

理学部 1.321 1.573

工学部 1.201 1.507

農学部 1.183 1.194

人文社会科学研究科 2.743 2.738

教育学研究科 2.467 3.034

教職大学院 2.083 2.314

情報学研究科・情報学専攻 2.59 2.233

理学研究科・理学専攻 2.041 2.539

工学研究科・工学専攻 1.942 2.387

農学研究科・農学専攻 2.488 2.51

創造科学技術大学院 3.035 3.653

　※ 2009年調査は紙媒体、2015年はWEB経由での調査であり、回収率に差がある。

　※ 人文社会科学部には夜間主コース及び旧人文学部の学生を含む。

　＜補足事項＞

◆◆ 学生生活実態調査による「授業時間以外の１日の平均勉学時間」の変化 ◆◆

　※ キャップ制の適用は学部生のみであるため、大学院生の数値は参考値。

4.2

18.5

30

12.5

13.3

14

20.2

18.6

58.6

2.4

3.3

2.4

2.8

14.8

10

12.5

6.7

14

7.1

2.3

7.2

3.4

7.9

12

10.6

5.1

18.5

16.7

20

20.9

15.2

18.6

10.3

18.6

14.5

23.3

23.8

25.5

18.6

18.5

23.3

43.8

30

16.3

16.2

37.2

13.8

44.5

50.6

41.9

39.5

44.8

51.2

29.6

16.7

31.3

10

32.6

31.3

18.6

13.8

24.9

28.9

22

17.2

14

21.4

3.3

20

10.1

4.7

3.4

人文社会科学部

教育学部

情報学部

理学部

工学部

農学部

人文社会科学研究科

教育学研究科

教職大学院

情報学研究科・情報学専攻

理学研究科・理学専攻

工学研究科・工学専攻

農学研究科・農学専攻

創造科学技術大学院

授業時間以外の一日の平均勉学時間（2015年10月）

５時間以上 ４時間 ３時間 ２時間 １時間 ０時間
％
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究
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学
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学
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究
科
・
情

報
学
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攻

理
学

研
究

科
・
理

学

専
攻

工
学

研
究

科
・
工

学

専
攻

農
学

研
究

科
・
農

学

専
攻

創
造

科
学

技
術

大
学

院

授業時間以外の一日の平均勉学時間

2009年10月調査 2015年10月調査

時間
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9.1

13.3

19.2

17.4

11.1

19.8

36.7

3.1

4.4

3.3

2.8

11.7

14.7

8.3
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7.3
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3.3

8.3

4.5
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6.8

5.9

6.1

32.5

12

16.7
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19.8

16.7
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22.5

19.8

14

37.7

30.7
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12.8
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16.7

16.7

39.2

44.6

40.6
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41.6
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9.1
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19.2

23.9

27.8
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30

31.7

16.3

25.4

27.8

32.4

5.3

7.7

25.7

19.5

15.1

3.3

人文社会科学部

教育学部

情報学部

理学部

工学部

農学部

人文社会科学研究科

教育学研究科

教職大学院

情報学研究科・情報学専攻

理学研究科・理学専攻

工学研究科・工学専攻

農学研究科・農学専攻

創造科学技術大学院

授業時間以外の一日の平均勉学時間（2009年10月）

５時間以上 ４時間 ３時間 ２時間 １時間 ０時間
％
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Dr. Environmental Science

Environmental Master

A B

2

NGO

23

2 2
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●工学部・工学研究科改組
　工学部・工学研究科は、４学科・５専攻体制から、５学科・６専攻へと変わりました。
　これまで以上にイノベーション創出・促進が期待される新しい分野(光ナノテクノロジー分野、情報医工分野、環境化学
分野、バイオ工学分野、計算科学分野など)において人材輩出と研究成果の発信を行うことを目指しています。

●電子工学研究所の改組とグリーン科学技術研究所の新設
　電子工学研究所は、｢ナノビジョン研究部門」「極限デバ
イス研究部門」「ナノマテリアル研究部門」「生体計測研
究部門」へと改組し、ライフフォト・イノベーションを推進
します。
　グリーン科学技術研究所は、地球資源やエネルギーの
再生・利用等による安心・安全な社会の実現を目的として、
3研究部門「グリーンエネルギー研究部門」「グリーンバ
イオ研究部門」「グリーンケミストリー研究部門」で構成
します。新たな学術融合研究、高度研究者・技術者の人材
育成等を目指したグリーン・イノベーションを推進します。

環境応答、共生進化
生態遺伝、自然共生系
環境ホルモン

グリーンバイオ
研究部門

太陽光発電・バイオマス利用・
次世代エネルギーシステム、

グリーンエネルギー
研究部門

環境保全・リサイクル・
環境IT等次世代環境技術

環境にやさしいバイオ素材や
食の安全・安心のための
イノベーション創出、

グリーンケミストリー
研究部門

生命機能の解明・探索

大型実験装置の維持管理
測定機器講習会の実施
各種地域貢献事業の実施

学外からの試料測定依頼への対応

研究支援室

グリーン科学技術研究所

高齢化に対応した高福祉・低炭素循環型の安全・安心社会実現

連携・共同

　農学部附属地域フィールド科学教育研究センターの持続型農業生態系部門（農場）及び森林生態系部門南アルプス
フィールド（演習林）が「教育関係共同利用拠点」として、文部科学大臣からの認定を受けました。両フィールドでは、農林
関係の基本的な実習教育を幅広い分野の他大学等に提供し、「農」キーワードに自然の恵みや命の営みの尊さなど豊かな
人間性を育む教育を行っています。

■トピックス①：平成25年度から組織が変わりました！

■トピックス②：農学部附属地域フィールド科学教育研究センターが、平成24年度「教育関係共同利用拠
点」として認定されました！

電子工学研究所（改組前）

イメージングデバイス
ナノデバイス

フォトニックデバイス
アクティブディスプレイ
極限ナノマシーニング

ビジョン・インテグレーション
ビジョン情報処理

ナノ材料創成
ナノデバイスプロセス
ナノ構造解析応用

生体医療計測
ナノシステム集積化

国際ナノビジョン
研究推進センター

ナノデバイス
材料部門

光と画像の最先端の研究

新領域創成部門

電子工学研究所（改組後）

イメージング材料
イメージングデバイス
イメージングシステム

電子回路設計・シミュレーション

ナノフォトニクス
単電子エレクトロニクス
ドーパント原子デバイス

機能性材料
ナノバイオ材料
生体膜材料

ナノビジョン
研究部門

極限デバイス
研究部門

ライフサイエンス、情報通信、環境、ナノ・材料を中心とする極限イメージング技術の創成

ナノマテリアル
研究部門

バイオイメージング
生体イメージング
医療エレクトロニクス

生体計測
研究部門

密接な連携

改組後の学科・専攻の構成

機械工学科（150）
機械宇宙コース
機械知能コース

物質工学科（145）

システム工学科（90）

電子工学研究所

農学分野

材料化学コース
化学システム工学コース

電気電子工学科（150）
情報・通信コース
デバイス・光コース

エネルギー・制御コース

機械工学専攻（70）
機械宇宙コース
機械知能コース

物質工学専攻（65）

システム工学専攻（37）

事業開発マネジメント専攻（20）

電子工学研究所

農学分野

材料化学コース
化学システム工学コース

電気電子工学専攻（70）
情報・通信コース
デバイス・光コース

エネルギー・制御コース

旧 工学部（535） 工学部（535）
機械工学科（165）
宇宙・環境コース（55）
知能・材料コース（55）
光電・精密コース（55）

電気電子工学科（105）
情報エレクトロニクスコース（50）
エネルギー・電子制御コース（55）

電子物質科学科（110）
電子物理デバイスコース（55）
材料エネルギー化学コース（55）

化学バイオ工学科（105）

数理システム工学科（50）

環境応用化学コース（55）
バイオ応用工学コース（50）

工学研究科（262） 旧 工学研究科（262）
機械工学専攻（78）
宇宙・環境コース（26）
知能・材料コース（26）
光電・精密コース（26）

電気電子工学専攻（49）
情報エレクトロニクスコース（23）
エネルギー・電子制御コース（26）

電子物質科学専攻（52）
電子物理デバイスコース（26）
材料エネルギー化学コース（26）

化学バイオ工学専攻（49）

数理システム工学専攻（24）

事業開発マネジメント専攻（10）

環境応用化学コース（26）
バイオ応用工学コース（23）

 ●グリーン科学技術研究所の設置

●電子工学研究所の改組
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平成27年度総合科学技術研究科（修士課程）設置

理工系イノベーション人材を育成するため、理工系４研究科（理学、農学、工学、情報学の各研究科）を統合

�
情
報
学
コ
ー
ス

情報学専攻

総合科学技術研究科（修士課程）

�
機
械
工
学
コ
ー
ス

�
電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

�
電
子
物
質
科
学
コ
ー
ス

�
化
学
バ
イ
オ
工
学
コ
ー
ス

�
数
理
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

�
事
業
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

工学専攻

�
共
生
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

�
応
用
生
物
化
学
コ
ー
ス

�
環
境
森
林
科
学
コ
ー
ス

�
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
人
育
成

コ
ー
ス

農学専攻

自然科学系教育部（博士課程）

環境エネルギー・ システム専攻 バイオサンエンス専攻

博士進学支援プログラム

人文社会

科学部
教育学部工学部 情報学部理学部 農学部

�
数
学
コ
ー
ス

�
物
理
学
コ
ー
ス

�
化
学
コ
ー
ス

�
生
物
科
学
コ
ー
ス

�
地
球
科
学
コ
ー
ス

理学専攻

情報科学専攻光・ナノ物質機能専攻ナノビジョン工学専攻

教
職
大
学
院

教
育
学
研
究
科

共
同

大
学

院

法
務
研
究
科

人
文
社
会
科
学
研
究
科

創造科学技術研究部

部
門

部
門

・・・

創造科学技術大学院

グ
リ
ー

ン
科
学
技
術
研
究
所

電
子

工
学
研
究
所

修士課程横断型教育プログラム

基礎（理）と応用（農・工・情）の連携

副専攻の導入による分野融合的イノベーション人材育成

専攻の枠を越えたグローバル化、博士キャリア支援
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S-Port

　「附属図書館分館・学生支援棟（S-Port）」は、学習および教育

研究をサポートする図書館機能の向上と学生支援のワンストッ

プサービスを目指す、サービスの拠点となる場所です。

　新築部分には、学生のキャンパスライフをサポートする浜松

学生事務支援センター（仮称）をはじめ、事務機能を集約する

予定です。

　アクティブな学習スタイルに対応するラーニングエリアも新

たにオープンし、従来の静かに集中して学習できる環境とあわ

せて、学生の多様な学びを支援していきます。

　能動的な学びが可能な環境や、その成果を発信できる活動拠

点を整備し、人や物が行き交う港のように、新たな知識や人と

出会う活気あふれる場所を目指します。また、地域社会との連

携を深め、学生と地域との交流促進に取り組みます。

愛称は、　　　　　　　（エスポート）

学生たちの　　　　　です。
附属図書館分館・学生支援棟
Hamamatsu Branch Library and Student Affairs Building

正
門

遠鉄バスのりば 

JR 浜松駅 北口バスターミナル

15,16 番のりばから 全路線 

「静岡大学」下車

附属図書館分館・
学生支援棟

国立大学法人 静岡大学（浜松キャンパス）

　 〒432-8561 浜松市中区城北三丁目 5‐1

附属図書館浜松分館

Tel: 053-478-1391    Email: ohlib@ipc.shizuoka.ac.jp

浜松学生事務支援センター（仮称）

Tel: 053-478-1010    Email: kyoumu@adb.shizuoka.ac.jp

平成 26 年 10 月 1 日　　オープン !水

港港

Shizuoka University   URL: http://www.shizuoka.ac.jp/

バス停

R
2
5
7
（
姫
街
道
）

 建物概要
構造･規模：鉄筋コンクリート造・3階

建築面積：1823 ㎡、延床面積：4663 ㎡

 附属図書館分館
・学習および教育研究をサポートする図書館機能の向上

 学生支援棟
・ワンストップサービス体制の構築

S-Port

st Floor

【ラウンジ】Lounge・
【エントランスホール】Entrance hall
学生支援と図書館を結ぶエリアです。

吹き抜けのある明るい空間です。

【ギャラリー】Gallery
大学における研究、学生の活動成果を
展示・公開できるスペースです。

【浜松学生事務支援センター（仮称）】Student affairs section
キャンパス内に分散するサービスを集約させ、入学から卒業までの
学生生活をサポートするワンストップサービス体制を構築します。

【調達管理課】Financial affairs section
授業料・検定料等の納入や、物品を購入した際
の検収などを行います。

【１階書庫】Closed stacks
１階と 2階に約 35 万冊収納可能
な集密書架を設置しました。

【地域産業史エリア】History of local industry area
展示用の棚を設置し、地域産業や大学の研究成果等を情報発信するエリアです。

nd Floor

【多文化交流エリア】Multicultural exchange area
リスニング等に対応した機器を設置しました。
多様な文化を感じながら学習できるエリアです。

【グループワークエリア】Group work area
グループで学習・研究に取り組み、プロジェク
ター等を用いて、課題の発表もできるエリアです。

【Graduates’ Hub】
大学院生の研究活動を支援する機能を備え、論文執筆やディス
カッションができます。

【セミナールーム・CALL 教室】
Seminar room & CALL system
アクティブラーニングに対応した設備があり、最大
52 台のパソコンを使用して講義、学習ができます。

rd Floor

【環境負荷低減・省エネルギー】
Reduction of environmental impact・Energy conservation
3 階屋上に太陽光発電設備、2階には屋上緑化を整備しました。
すべての照明および外灯に、環境にやさしい LEDを採用しました。

【その他の主要な居室】Other Rooms
理事室、応接室、工学研究科長室、技術部、事務室。

【会議室】Conference room
50 人までの会議を開催できます。
また、非常時には災害対策本部
　　として機能します。

【大会議室】Conference hall
210 人までの会議を開催できます。

IN

つなぐ
まなぶ

つくり
だす

図書館事務室

調達管理課調達管理課

浜松学生事務
支援センター（仮称）
浜松学生事務

支援センター（仮称）

ラウンジラウンジ
図書館事務室

Graduates’ HubGraduates’ Hub

書庫書庫

緑化

理事室

応接室

事務室

緑化

理事室

応接室

技術部技術部

工学研究科長室工学研究科長室

事務室

ラウンジラウンジ

エントランスホールエントランスホール

書庫書庫

開架閲覧室

開架閲覧室

セミナールーム
CALL 教室

セミナールーム
CALL 教室

多文化交流エリア多文化交流エリア

地域産業史エリア地域産業史エリア

グループワークエリアグループワークエリア

大会議室大会議室

会議室会議室
Office/Library

Library

Office31

2

S-Port
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学生支援

総合窓口

キャリア

サポート部門
学生相談

部門

障がい学生

支援部門
(平成28.4設置）

学生生活

支援部門

静岡大学学生支援センター

国際交流

センター

（ＡＢＰを含む）

保健センター

教職センター

大学教育

センター

ＣＯＣ+

推進委員会（室）

学生相談

委員会

全学キャリア

サポート委員会

ハラスメント

防止対策委員会

全学学生

委員会

障がい学生

支援委員会
(平成28.4設置）

（就職支援課）

（学生生活課）

（学生生活課）

は、連携

（常勤の教員・常勤の職員）

（学生生活課副課長）
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「既卒者（2017年

４月就職希望者」

をクリック

STEP①

問い合わせ先：静岡大学学務部就職支援課《℡（054）238-4462・5492》

「求人情報」を

クリック
「就職・進路」

をクリック

「就職情報資料室専用

サイト」をクリック

「既卒者の皆様へ」

をクリック

「学籍番号」

「生年月日」を

入力後，次画面へ

STEP② STEP③ STEP④

STEP⑤ STEP⑥ STEP⑦

「 会員登録はこちら」を

クリック（最初だけ）

STEP⑧

「ID」・「PW」

を入力

��������	

��������	
卒業後の就活もサポートします！

就職活動に関する相談にも対応致しますので，悩んだら下記に電話を入れてください。

・静岡大学の卒業・修了生を採用したいという企業や団体から就職支援課に送られてきた

求人票です。

・2017年４月採用分から４年間の求人票が閲覧可能です。

『求人票』は、大学HP「就職情報資料室専用サイト」から閲覧できます。

「求人票」を閲覧するためには、「ID」と「パスワード」の入力が必要です。

「ID」には学籍番号を、「パスワード」には生年月日（西暦）を入力してください。
（生年月日は８桁で入力！：入力例 1993（平成5年）年５月４日生まれ PW：19930504）

４月中旬
より閲覧
可能
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Ⅰ 本学に受け入れる（在学する）外国人留学生への援助（留学生受入れ経費） 

 

本学に受け入れる（在学する）外国人留学生（国費・政府派遣及び静岡県費留学生を除く。以下「私

費留学生」という。）に対し、学資の援助を行う。 

 

１ 対 象 者 

   Ａ 次の各項すべてに該当する者 

     （１）本学の学部又は大学院の正規課程に在学する者 

     （２）他の奨学金等（文部科学省学習奨励費を含む。）を受給していない者 

     （３）国際交流会館、学寮、あけぼの寮へ入居していない者 

     （４）平成２５年度、平成２６年度及び当該年度に本事業の援助を受けていない者 

     （５）学業成績が優秀である者 

     （６）経済的に困窮する者 

   Ｂ 協定校からの私費留学生で、研究生又は特別聴講学生として在学し成績優秀な者 

２ 募集人数等 

   前期（ ４月～９月の６か月分） １２人 

   後期（１０月～３月の６か月分） １２人 

３ 援 助 額 

   月額：４０，０００円 

４ 申 請 

   援助を希望する私費留学生は、次の期限までに、指導教員の推薦を受け、所属する部局長を経て

学長に申請しなければならない。 

    前 期：平成２７年 ５月２２日（金） 

    後 期：平成２７年１０月 ９日（金） 

５ 提 出 書 類 

   （１）国際交流基金事業援助申請書（様式１－１） 

   （２）学業成績証明書（様式１－２） 

６ 援助の決定 

   援助の決定は、国際交流基金事業実施細則に基づき学長が行う。 

７ 援助の決定通知 

   学長は、部局長を通じて申請者に通知する。 

８ 援助金の支給 

   援助金は、当該留学生からの請求（様式１－３）に基づき、月毎に支給する。 
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光創起イノベーション研究拠点の活動

静岡大学、浜松医科大学、光産業創成大学院大学、浜松ホトニクス（株）の連
携による新しい光科学の創造、新産業の創出とともに次世代の人材を育成

（概要）

・浜松光宣言2013に基づく光研究拠点整備

・拠点施設の整備と研究プロジェクト

・オープン･イノベーションによる研究体制

・革新的技術とパラダイムシフトによる起業・事業化の推進

浜松光宣言2013 （2013.6.11） 拠点棟 （2015.2.13開所式）

鏡を見るだけで、無意識に日々健康チェック

活き活きGraphy活き活きGraphy

3次元画像センシング

TOFイメージセンサ

遠隔再現技術遠隔再現技術

自然な立体ディスプレイ

iPMレーザ

遠く離れた人・ものを臨場感をもって再現

研究・開発ターゲットの例

－浜松光宣言に基づく拠点整備で浜松を光の尖端都市に－
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HAMAMATSU
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2013

21

1926

20 21

100

pr ee mine nt  c it y
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/HAMAMATSU
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preeminent city

HAMAMATSU

2013 6 11

preeminent city

HAMAMATSU

preeminent city

HAMAMATSU
preeminent city

HAMAMATSU
preeminent city

HAMAMATSU
preeminent city

HAMAMATSU /

TEL 053-478-1704

TEL 054-238-6350

TEL 053-435-2391

TEL 053-435-2082

TEL 053-452-2141 090-4080-3501
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432-8561

3-5-1

TEL 053-415-9109 FAX 053-415-9109

Mail: ip-leaf@stto.jp
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1

拠点
若手研究者（テニュア・トラック）

拠点
若手研究者（テニュア・トラック）

指導・助言

役割：
各審査基準の策定。
テニュア･トラック制
度全般についての
評価・改善方策の
立案 等

人材システム
検討委員会
（学外の国際的な

専門家を含む）

メンター
アドバイザー

アドバイザリー
委員会

サポート

役割：
テニュアトラック教員の公募、審査、年次評価、
テニュア教員の採用審査 等

テニュア審査委員会※

専門委員会B※

教 育 戦 略 会 議

人材システム改革特区

人 材 シ ス テ ム 改 革 推 進 本 部

役割：基本方針
部局間の調整 等

本部長：研究・情報担当理事
構成員：部局長（創造科学技術大学院、電子工学
研究所、情報学部、理学部、工学部、農学部、人
文学部、教育学部、法務研究科）

研 究 戦 略 会 議

※学外の国際的な専門家を含む

専門委員会A※ ・・・案件ごとに
設置

総括責任者 ： 学長

国際交流
センター

相談

静岡大学テニュア・トラック制度の推進体制

部局

連携・協力

拠点リーダー
サブリーダー

若手研究

 
者支援室

- 37 -

oymitsu1
テキストボックス
静岡大学　別添資料Ⅱｰ７



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 1 4

 

 

 

 

 

oymitsu1
テキストボックス
静岡大学　別添資料Ⅱｰ８

oymitsu1
テキストボックス
静岡大学　別添資料Ⅱｰ９



- 39 -

oymitsu1
テキストボックス
静岡大学　別添資料Ⅲｰ１



Preliminary meeting held for the establishment of Inter-Academia Asia 

On February 17th, 2014, within the city of Shizuoka, the preliminary meeting for the establishment of 

Inter-Academia Asia was held. Inter-Academia Asia is a new educationally practical program with a 

cooperative stance based on promoting research exchange with partner universities, and intends to 

develop globally talented personnel who will be active internationally with a focus on Asia. 

On that day, there were 15 representatives from 12 partner universities present at the meeting, from 

as many as 6 countries such as Indonesia and Thailand. The event was met with approval for the 

program’s establishment, and from this year, the formation of a new community with Asia shall be 

realized. 

Further, present at the meeting were Shizuoka University’s Director of the Graduate School of Science 

and Technology, Dr. (Masaaki) Nagatsu, and the Director of the Research Institute of Green Science 

and Technology, Dr (Enoch Y.) Park. Opinions were exchanged on the DDP (Double Degree Program), 

and at the banquet, the Shizuoka University Vice President/Trustee (Educational and Affiliated 

Schools Affairs), Dr. (Kiyoshi) Ishii gave salutations, expressing his wish for strengthening ties. A 

vigorous exchange of information then ensued (amongst the participants). 

Continuing the next day, exchange was conducted between the researchers at both the Shizuoka and 

Hamamatsu campuses. 

 

※Shizuoka University has already formed an “Inter-Academia” community with the 11 partner 

universities of Central and Eastern Europe, and in addition to holding its annual international 

meetings, valuable success has been gained in both research and educational exchange. 

       

２０１４年２月１７日に静岡市内において、インターアカデミア・アジアの設立準備会が開催されまし

た。インターアカデミア・アジアは、アジア 地域、主に東南・南アジア地域の協定大学と連携し、アジア

を中心とする海外で活躍するグローバル人材育成のための、新たな教育プログラムの実施に向けた協力体

制の構築や、研究分野等における交流促進を主な目的としています。 

当日は、インドネシア、タイなど６か国、１２の協定校などから関係者１５名が出席、設置目的などにつ

いて賛同が得られ、アジアの新たなコミュニティが実現することになりました。 

なお、会議には、本学から永津創造科学技術大学院長、朴グリーン科学技術研究所長等も出席し、DDP（ダ

ブルディグリープログラム）について意見交換が行われたほか、会議後の懇談会では石井理事（教育･附属

学校園担当）が挨拶、今後の更なる関係強化への期待が表明され、その後、活発な情報交換が行われまし 

た。 

また、翌日には、静岡・浜松の各キャンパスにおいて、研究者交流等が行われました。 

※静岡大学では、既に中東欧の 11協定大学と“インターアカデミア”コミュニティを形成し、毎年国際会

議を開催しているほか、研究、教育両面の交流で多くの成果をあげています。 
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